
輸
出
へ
の
取
り
組
み
状
況

輸
出
へ
の
取
り
組
み
状
況

前
向
き
な
事
業
者
が
増
加

　

輸
出
に「
取
り
組
ん
で
い
る
」と
回
答

し
た
食
品
関
係
事
業
者
の
割
合
は
、前

回（
２
０
２
４
年
７
月
調
査
）か
ら
３
・

６
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
29
・
７
％
と
な

り
ま
し
た
。業
種
別
に
み
る
と
、「
取
り

組
ん
で
い
る
」と
回
答
し
た
割
合
は
、製

造
業
で
は
４
・
０
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て

37
・
８
％
、卸
売
業
で
は
４
・
４
ポ
イ
ン

ト
上
昇
し
て
20
・
１
％
、小
売
業
で
は

０
・
７
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
６
・
３
％
、

飲
食
業
で
は
１
・
４
ポ
イ
ン
ト
低
下
し

て
４
・７
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
取
り
組
ん
で
い
る
」と「
今
後

取
り
組
み
た
い
」を
合
わ
せ
た
割
合
は
、

前
回
か
ら
４
・
３
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て

47
・
２
％
で
約
５
割
と
な
り
ま
し
た
。

業
種
別
に
み
る
と
、製
造
業
で
は
前
回

か
ら
５
・
０
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
57
・

７
％
、卸
売
業
で
は
４
・５
ポ
イ
ン
ト
上

昇
し
て
35
・
８
％
、飲
食
業
で
は
５
・
０

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
17
・
２
％
と
な
り

ま
し
た
図
１
。輸
出
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
、前
向
き
な
姿
勢
の
事
業
者
が
増

加
し
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

輸
出
に「
取
り
組
ん
で
い
る
」あ
る
い

は「
今
後
取
り
組
み
た
い
」と
回
答
し
た

先
の
主
な
輸
出
の
形
態
は「
国
内
の
輸

出
商
社
を
経
由
し
て
販
売
」が
80
・７
％

と
な
り
、大
部
分
を
占
め
ま
し
た
。

輸
出
品
目
は
酒
類
が
最
多

　

輸
出
に「
取
り
組
ん
で
い
る
」と
回
答

し
た
先
に
お
い
て
、輸
出
し
て
い
る
品

目
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
酒
類
」が
21
・

７
％
と
最
も
多
く
、次
い
で「
水
産
食

品
」が
16
・
４
％
、「
菓
子
」が
９
・
４
％

の
順
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、輸
出
し
て
い
る
対
象
国（
地

域
）を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
台
湾
」が
54
・

９
％
と
最
も
多
く
、次
い
で「
香
港
」が

50
・
９
％
、「
北
米
」が
49
・
３
％
、「
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
」が
45
・
１
％
の
順
と
な
り
、

多
く
の
国（
地
域
）で
２
０
２
３
年
７
月

調
査
か
ら
上
昇
し
ま
し
た（
※
１
）。

　

一
方
で
、「
中
国
」は
23
年
７
月
調
査

か
ら
８
・
９
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
、30
・

６
％
と
な
り
ま
し
た
。こ
れ
は
Ａ
Ｌ
Ｐ

Ｓ
処
理
水
の
海
洋
放
出
を
受
け
て
、中

国
が
日
本
産
水
産
物
の
輸
入
を
全
面
的

に
禁
止
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
影
響
と

推
察
さ
れ
ま
す
。

「
さ
ら
に
拡
大
し
た
い
」が
７
割
超

　

輸
出
に「
取
り
組
ん
で
い
る
」と
回
答

し
た
先
に
お
い
て
、今
後
の
取
り
組
み

意
向
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
さ
ら
に
取
り

組
み
を
拡
大
し
た
い
」が
75
・
２
％
と

大
部
分
を
占
め
ま
し
た
。「
現
状
維
持
」

は
24
・
５
％
、「
取
り
組
み
を
縮
小
し
た

い
」は
０
・３
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
さ
ら
に
取
り
組
み
を
拡
大
し
た
い
」

と
回
答
し
た
先
に
お
い
て
、理
由
を
尋

ね
た
と
こ
ろ
、「
海
外
ニ
ー
ズ
の
増
加
」

が
56
・
２
％
で
最
も
多
く
、次
い
で「
国

内
ニ
ー
ズ
の
減
少
」が
49
・
８
％
、「
市

場
の
多
角
化（
リ
ス
ク
分
散
）」が
34
・

０
％
、「
ブ
ラ
ン
ド
力
・
商
品
力
の
向
上
」

が
17
・
５
％
の
順
と
な
り
ま
し
た
図
２
。

販
路
確
保
が
主
な
課
題

　

輸
出
に「
取
り
組
ん
で
い
る
」あ
る
い

は「
今
後
取
り
組
み
た
い
」と
回
答
し
た

先
に
お
い
て
、輸
出
に
取
り
組
む
際
の

課
題
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、「
販
路
の
確

保
」が
38
・
９
％
と
最
も
多
く
、次
い
で

「
現
地
の
法
律
や
商
慣
習
情
報
の
不
足
」

が
26
・
８
％
、「
海
外
展
開
を
任
せ
ら
れ

る
社
内
人
材
の
不
足
」が
26
・
３
％
の

順
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、「
品
質
の
維

持
・
保
持
」と
回
答
し
た
割
合
は
、前
回

（
２
０
２
４
年
７
月
調
査
）か
ら
８
・
７

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
て
お
り
、上
昇
幅
が

最
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

農
林
水
産
物
の
利
用
・
調
達

農
林
水
産
物
の
利
用
・
調
達

今
後
の
国
産
調
達「
横
ば
い
」が
最
多

　

原
材
料
と
し
て
使
用
し
て
い
る
農
林

水
産
物
で
、国
産
の
占
め
る
割
合
が

「
80
％
以
上
」と
回
答
し
た
食
品
関
係
事

業
者
は
、製
造
業
で
は
50
・
５
％
、卸
売

業
で
は
66
・
０
％
、小
売
業
で
は
47
・

５
％
、飲
食
業
で
は
31
・
７
％
と
な
り

ま
し
た
。ま
た
、「
50
％
以
上
」と
回
答
し

た
事
業
者
は
、い
ず
れ
の
業
種
で
も
６

食品産業動向調査（2025年７月調査）では、特別調査
として、食品関係事業者における「輸出の取り組み」と

「農林水産物の利用・調達」について調査しました。

―食品産業動向調査（2025年７月調査）―

食品関係事業者の
輸出の関心高まる
原材料調達は

供給の安定性重視

日本政策金融公庫 農林水産事業

Report on research

調査レポート

 2026・1 冬1号 AFCフォーラム　29



割
超
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
産
農
林
水
産
物
の
今
後
の
調
達
量

は「
横
ば
い
」と
回
答
し
た
割
合
が
最
も

高
く
、業
種
別
に
み
る
と
、製
造
業
で
は

68
・
１
％
、卸
売
業
で
は
72
・
０
％
と
な

り
ま
し
た
図
３
。

　

国
産
農
林
水
産
物
の
今
後
の
調
達
量

が「
増
加
す
る
」と
回
答
し
た
理
由
を
尋

ね
た
と
こ
ろ
、「
取
引
先
・
消
費
者
か
ら

の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
」が
最
も
多
く
、製
造

業
で
は
64
・
４
％
、卸
売
業
で
は
67
・

６
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、「
減
少
す
る
」と
回
答
し
た

理
由
は
、「
供
給
が
不
安
定
」が
最
も
多

く
、製
造
業
で
は
70
・
３
％
、卸
売
業
で

は
81
・
８
％
と
な
り
ま
し
た（
※
２
）。

　

国
産
農
林
水
産
物
を
原
材
料
と
し
た

商
品
は
取
引
先
や
消
費
者
か
ら
の
引
き

合
い
が
強
く
、調
達
量
を
増
や
す
意
向

の
事
業
者
も
い
る
一
方
で
、生
産
者
の

高
齢
化
や
天
候
不
順
な
ど
を
背
景
に
、

安
定
調
達
に
懸
念
を
覚
え
る
事
業
者
も

一
定
数
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

外
国
産
調
達
量
も「
横
ば
い
」最
多

　

外
国
産
農
林
水
産
物
の
今
後
の
調
達

量
に
つ
い
て
も
、「
横
ば
い
」と
回
答
し

た
割
合
が
最
も
高
く
、業
種
別
に
み
る

と
、製
造
業
で
は
72
・
９
％
、卸
売
業
で

は
73
・
７
％
と
な
り
ま
し
た
。

　

外
国
産
農
林
水
産
物
の
今
後
の
調
達

量
が「
増
加
す
る
」と
回
答
し
た
理
由
を

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

26.1 16.8 57.1

29.7 17.5 52.8

33.8 18.9 47.3

37.8 19.9 42.3

15.7 15.6 68.7

20.1 15.7 64.2

5.6 8.2 86.2

6.3 6.9 86.8

6.1 6.1 87.9

4.7 12.5 82.8

2024年7月

25年7月

24年7月

25年7月

24年7月

25年7月

24年7月

25年7月

24年7月

25年7月

回
答
先
全
体

製
造
業

卸
売
業

小
売
業

飲
食
業

取り組んでいる 今後取り組みたい 取り組むつもりはない

図１　輸出の取り組み状況

図２　輸出の取り組みを今後拡大したい理由（2つまで回答可）

◆ 輸出に取り組む食品関係事業者は増加

◆ 取り組みを拡大したい理由は「海外ニーズの増加」

0 10 20 30 40 50 60
（％）

49.8 国内ニーズの減少
34.0 市場の多角化（リスク分散）

海外ニーズの増加 56.2

17.5 ブランド力・商品力の向上
8.6 設備の稼働率の向上

1.0 為替レートの変動
2.9 その他
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尋
ね
た
と
こ
ろ
、製
造
業
で
は「
供
給
が

安
定
」が
45
・
３
％
で
最
も
多
く
、次
い

で「
価
格
が
安
い
」が
38
・
１
％
と
な
り

ま
し
た
。卸
売
業
で
は「
供
給
が
安
定
」

が
45
・
５
％
で
最
も
多
く
、次
い
で「
取

引
先
・
消
費
者
か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
」

が
33
・
３
％
、と
な
り
ま
し
た
。

　

一
方
で
、「
減
少
す
る
」と
回
答
し
た

理
由
は
、製
造
業
で
は「
供
給
が
不
安

定
」が
28
・
９
％
で
最
も
多
く
、次
い
で

「
価
格
が
高
い
」と「
取
引
先
・
消
費
者

か
ら
の
ニ
ー
ズ
が
な
い
」が
27
・
７
％

の
順
と
な
り
ま
し
た
。卸
売
業
で
は「
供

給
が
不
安
定
」が
46
・３
％
で
最
も
多
く
、

次
い
で「
価
格
が
高
い
」が
34
・
１
％
と

な
り
ま
し
た（
※
２
）。

　

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
、外
国
産
農
林

水
産
物
の
原
材
料
調
達
に
お
い
て
も
、

供
給
の
安
定
性
を
重
視
し
て
い
る
事
業

者
が
多
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

外
国
産
の
調
達
価
格
が
上
昇

　

昨
今
の
国
際
情
勢
に
よ
る
外
国
産
農

林
水
産
物
調
達
へ
の
影
響
は
、「
調
達
価

格
が
上
昇
し
た
」が
64
・
１
％
で
最
も

多
く
、次
い
で「
特
に
な
い
」が
26
・９
％
、

「
調
達
数
量
が
減
少
し
た
」が
13
・
０
％

の
順
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、そ
れ
ら
の
影
響
へ
の
対
応
策

に
つ
い
て
は
、「
価
格
転
嫁
」が
68
・５
％

で
最
も
多
く
、次
い
で「
商
品
設
計
の
見

直
し
」が
31
・
２
％
、「
調
達
先（
取
引
企

業
）を
変
更
」が
20
・
８
％
、「
調
達
先

（
国
）を
変
更
」が
20
・
０
％
、の
順
と
な

り
ま
し
た
図
４
。�

　

今
回
ご
紹
介
し
た
内
容
を
含
む
調
査

結
果
に
関
す
る
資
料
は
、日
本
公
庫

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

「
日
本
公
庫 

食
品
産
業
動
向
調
査
」で

検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

�

（
情
報
企
画
部
　
本
松 

空
良
）

【
食
品
産
業
動
向
調
査
／
調
査
概
要
】

●
調
査
時
点

　

２
０
２
５
年
７
月

●
調
査
方
法

郵
送
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査

●
調
査
対
象

融
資
先
を
含
む
全
国
の
食
品
関
係
企
業（
製
造

業
、卸
売
業
、小
売
業
、飲
食
業
）　

６
８
２
２
社

●
有
効
回
答
数

２
３
２
５
社（
回
収
率
34
・
１
％
）う
ち
、食
品

製
造
業
１
４
６
５
社
、食
品
卸
売
業
６
０
５
社
、

食
品
小
売
業
１
９
１
社
、飲
食
業
64
社

※
１
：�

輸
出
し
て
い
る
対
象
国（
地
域
）は
、23
年
上

半
期
調
査
お
よ
び
今
回
の
25
年
上
半
期
調

査
に
お
い
て
は「
取
り
組
ん
で
い
る
」と
回

答
し
た
事
業
者
に
対
し
て
尋
ね
て
い
ま
す
。

一
方
、前
回
の
24
年
上
半
期
調
査
で
は「
取

り
組
ん
で
い
る
」お
よ
び「
今
後
取
り
組
み

た
い
」と
回
答
し
た
事
業
者
に
対
し
て
尋
ね

て
お
り
、調
査
条
件
が
異
な
る
た
め
、23
年

上
半
期
調
査
の
結
果
と
比
較
し
て
い
ま
す
。

※
２
：�

小
売
業
と
飲
食
業
は
サ
ン
プ
ル
数
が
少
な

い
た
め
、省
略
し
て
い
ま
す
。

食品産業動向
調査

図４　昨今の国際情勢による外国産農林水産物の調達影響への対応策（３つまで回答可）
（％）

0 10 20 30 40 50 60 70 80

31.2 商品設計の見直し
20.8 調達先（取引企業）を変更
20.0 調達先（国）を変更
18.7 情報収集体制の強化

18.5 国産原材料への調達に変更

11.7 在庫（原材料）の積み増し
5.9 長期契約や価格固定契約の締結
3.0 特に何もしていない
2.0 その他

価格転嫁 68.5

◆ 「価格転嫁」による対応が最多

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
（％）

16.0 

12.0 

15.9 

16.0 

製造業

卸売業

18.5 

16.2 

8.7 

10.1 

製造業

卸売業

国
産

外
国
産

68.1 

72.0 

72.9 

73.7 

増加する 横ばい 減少する
図３　農林水産物の今後の調達量
◆ 国産、外国産ともに「横ばい」が最多
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